
河川の環境保全 

■里地・里山の変遷・保全計画 

■市民活動・人材育成 

H8:熊谷 愛歌：環境資源としての農林地の評価と有機的な地域利用システム ■農林地評価 

H8:松岡武尚：護岸工法の差異による河岸植生の回復に関する研究 

H8:志賀壮史：山間集落における農林地管理と地域環境の変遷 

H11:平野 邦臣：イギリス・ドイツ・日本の３都市における自然環境保全・復元政策の比較研究 

H11:小坂元洋介：日本における里山・田園環境保全に携わる市民活動団体の実状 －英国のBTCVを参考事例に－ 

H11:中村敬：都市内残存林における常緑広葉樹林化の実態およびヤマザクラの着花状況と消長に関する研究 

■都市林・里山林の環境保全 

■環境教育・農山村体験 H11:前田博之：自然環境学習の場としてみた地域環境評価 

H12:前原大輔：福岡市の都市内残存林における変遷と落葉広葉樹4種の生存状況に関する研究 

■緑化 H12:崎田真央：樹林復元を目的とした二次林構成樹種による幹挿しに関する基礎的研究 

H13:石津知：市民参加による都市内残存林の保全管理システム形成に関する研究 

H13:上原三知：都市近郊農村における農林地の現状と持続的管理システムに関する基礎的研究 

H14:鳥越久代：福岡県内の３町村における石積の棚田保全の取り組みと所有者の意向について 

竹林景観 H14:藤井義久：福岡県新宮町における竹林拡大の動向と実態解析に関する研究 

H14:岩本辰一郎：北九州近郊における里山林の伐採年代と林分構造に関する基礎的研究 

H15:西浦千春：農林体験の時間的差異と内容が青少年の農山村環境の認識および充足感に及ぼす効果 

H15:平松真由美：都市域における緑地保全政策とその実情 ‐福岡都市圏東部丘陵地を事例として‐ 

H15:平野加保里：航空写真とGISデータを活用した都市域における建物種及び規模別の解析による屋上緑化の潜在性に関する研究 

H16:朝野景：都市近郊農林地における公益的機能の回復と持続的な資源活用に関する基礎的研究 

H17:梶原領太：熊本県小国町におけるGISを用いた森林現況解析と環境資源評価に関する研究 

H17:山崎伸司：環境広告の現状と環境保全活動広報への応用に関する研究 

H18:鬼頭直美：広葉樹植林地における植樹木の成長とその周辺植生に関する研究 

H19:船越亜紀：棚田の石積み修復後の植生回復とヒノキ林間伐による下層植生の発達 －国際里山・田園保全ワーキングホリデーin福岡の活動地を事例に 

H19:岡部達也：北部九州の放棄里山林における林冠構造と低木層の種多様性に関する基礎的研究 －グリーンピア八女を事例にして 

H19:松藤有希：農林体験プログラムによる青少年を対象とした環境教育活動の展開に関する研究 

     －福岡県黒木町での活動を事例として 

H19:大塚春菜：空撮画像を用いた6,8,11月の画像特性値の傾向と多重オルソフォト画像からの樹冠円抽出法の検証 ■里山の植生情報解析 

H19:高丘敦子：小国町旧国鉄沿線の景観資源と自然遊歩道活用に向けた計画提案に関する研究 

H20:原愛子：農山村における廃校を利用した地域活性プログラムに関する研究 

H20:松延康貴：里山景観の保全・復元に関する研究 －福岡県八女郡黒木町笠原地区を事例とし

H22:久保田純平：都市内残存林における経緯度一秒メッシュを用いた林層図化に関する基礎的研究 ～福岡市鴻巣山特別緑地保全地区を事例とし

H22:張明雪：九州北部都市林におけるテイカカズラの分布要因に関する研究 ～福岡市特別緑地保全地区鴻巣山を事例に 

H22:岩坂優：スギ・ヒノキ人工林の群状間伐地におけるコナラ苗の成長要因に関する基礎的研究 ～福岡県八女市黒木町横峰尾共有林における地域連携活動を事例として～ 

朝廣科研：H19～:インタープリター向けの環境保全管理型リーダートレーニングの開発 

人工林景観 

落葉広葉樹の環境保全 

里山林の植生環境 

BTCV 

保全プログラム 

啓発メディア 

トレーニング 

幹挿し 

屋上緑化 

樹冠抽出 

マッピング 

農村史 

保全政策 

棚田景観 

パブリック・アクセス 

体験認識 

廃校利用 

朝廣：Ｈ19～：スギ・ヒノキ人工林の群状間伐による混交林の育成に関する研究 

朝廣：Ｈ21～：九州北部都市近郊林における林床植生と落葉広葉樹の保全に関する研究 林床植生の保全 

朝廣：H21～:南区市民ボランティア共同リーフレットの作成 アクセスメディア 

朝廣：Ｈ22～：バングラデシュ・テクナフ半島における「里山」モデルによる生物多様性管理の研究 

朝廣：Ｈ22～：サステイナブル・ハウスの緑化と地域連携 

緑地保全学研究室（～H21年度：重松敏則教授主宰、H21年度～：朝廣和夫准教授主宰）の修士論文テーマの経緯と現在の取組 

環境価値の発掘と体験型人材育成を通じたアジア相互開発イニシアチブ   2011年1月  

九州大学大学院芸術工学研究院 環境・遺産デザイン部門 朝廣 和夫 

～H20年度・H21年度～ 

アジアの持続的な里地・里山の保全 

林床植生の保全 

人工林の 

改善 

環境価値・生物多様性の向上へ 

こうのす里山クラブとの連携 

BTCV, CVAの協力 

福岡市南区、 市民の協力 

山村塾・黒木町との連携 

国際航業との連携 

朝廣：空中写真を用いた樹冠抽出に関する研究 

新宮町との連携 

小国町との連携 

山村塾・黒木町との連携 

糸島市・住宅会社との連携 

研究者間の連携 

地権者との連携 

都市居住の改善（コンパクトシィ・田園居住） 

緑地の情報化とモニタリング（存在から資産へ） 

市民のアクセス環境の改善・価値認識の強化 

実践保全活動の質管理システム（人材育成） 

トヨタ、住友林業との連携 

Landscape Conservation and  Restoration laboratory. 
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民有地緑化 


